
別紙２

結果と分析　（全学年の状況も踏まえて記入すること）
①　５０ｍ走（呉市の課題種目）
・前年度と比較すると，2年男子は０．３７秒，２年女子も０．３５秒伸び
ている。３年女子が０．０９秒県平均を下回ったが，他は全て県平均を
上回っている。
・引き続き,生徒に目標をもたせ,継続的に取組を進めていきたい。
②  上体起こし（中学校区の課題種目）
・昨年度は全学年の男女で県平均を下回ってしまったが，２年男女と
１年女子で０．４２回～１．１６回県平均を上回ることができた。
・今後も筋持久力を高める運動を重点的に進めていく。

③  20ｍシャトルラン（自校の課題種目）
・２年女子で県平均ー３．４５回，３年男子で県平均ー３．０９回，３年
女子では県平均ー１２．４０回と県平均を大きく下回っている。
・全身持久力の体力面と粘り強さといった精神面の双方に課題が見
られる。

①呉市の課題種目
（　５０ｍ走  　）

具体的な数値目標
（男子0.1秒，女子0.1秒）

※　具体的な数値目標（記録の伸びを数値化）

具体的な取組内容
・保健体育科の授業で，準備運動や補強運動の中に，走るフォームや歩
幅を意識して走らせたり，走るための筋力を高めたりする運動を取り入
れる。
・陸上競技（短距離走）の指導においては，スタート，中間疾走，フィニッ
シュを意識して走ることができる理論的な指導を行う。

②中学校区の課題種目
（　上体起こし　）

具体的な数値目標
（男子３回，女子２回）

具体的な取組内容（中学校区で1つ以上共通の取組を設定）
・毎日，小中全学級の「朝の会」で計画的，継続的に腹筋運動を実施す
る。
・保健体育科の授業や部活動の準備運動や補強運動において，腹筋運
動を積極的に取り入れ，筋持久力を高める。

③自校の課題種目
（20ｍシャトルラン）

具体的な数値目標
（男子６回，女子４回）

具体的な取組内容
・保健体育科の授業で，リラックスしたフォームで走ることや，５～１２分
間走で自分の限界に挑戦して粘り強さを養う。
・呉市や地域のロードレース大会などを目標に，体育授業や部活動で長
距離走の練習を位置づける。
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